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計算核物理ＷＧ構成

• 江尻信司（新潟大） 高温高密度格子QCD

• 佐々木勝一（東大理） 格子QCDによるハドロン物理
• 根村英克（東北大理、代表） 少数系・核力
• 堀内渉（GSI） 少数系物理
• 阿部喬（東大理） 殻模型、格子EFT

• 板垣直之（京大基研） クラスター模型
• 古本猛憲（京大基研） 核反応
• 清水則孝（東大理、副代表） 殻模型計算
• 中務孝（理研） 原子核密度汎関数理論
• 住吉光介（沼津高専） 宇宙核物理

• 大西明（京大基研、世話人）

• 藏増嘉伸（筑波大、オブザーバー） 格子QCDによる原子核の直接構成





これまでの経過と予定

• 2010/11/3 「日本の核物理の将来」kickoff meeting @
理研

• 2011/12/28 計算核物理WG kickoff meeting 

顔合わせ＋ブレインストーミング

• 2011/2/10 ドラフト原稿検討ミーティング

• 2011/3/25 次回ミーティング予定@秋の学会、新潟
次々回ミーティング.....

• 2011/8 最終ドラフト提出
• 2011/9 秋の学会 シンポジウム



イントロダクション・現状分析構成

• 現状分析
– 計算機を軸として分野で切り分けず、横断的に

• 大まかなくくりとしては、
– ＱＣＤ
– 核子多体系（核構造、核反応）
– 宇宙核物理

• 共通項は？
– 計算機の高性能化、アルゴリズムの進化

• より詳細に知りたい人向けに、重要トピックについて
（教科書的な）参考文献を挙げる



Summary

• 将来の研究者のたまごくらいの若い年齢層（量子力学な
どは知っている程度以上）にも興味を持ってもらえそうなも
のを目指す。

• イントロダクション、現状分析部分を取りまとめている段階

• 将来ビジョン（体制、人員、計算機etc.)も加える予定

次世代スパコン「京」
（注：実験と異なり、我々のハードウェアに関する要望が次々世代計算
機などに反映する可能性は低い。）

• 確認事項：カラーの図はcolor onlineで掲載？「原子核研究」の配布形態？理
研indico?




